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Moodle2.4における機能改善について

森野　誠之（愛知大学非常勤講師）

1．はじめに

　本学では Moodle は 2009 年度から利用

を開始し，利用者数・コース数（科目）・

アクセス数なども順調に増加しており，

導 入 か ら 4 年 目 の 2012 年 度 は 年 間 400

コースを超えて利用されている。その一

方で，現在の Moodle1.9 ではフォーラム

に複数のファイルをアップロードできな

い，添削した課題のファイルを返送する

ことができないなどの問題がある。最新

の Moodle2.4 では前述の問題が解決され

ていることに加え多くの機能改善がされ

ている。ここでは Moodle2.4 で追加され

た新機能を中心に紹介する。

2．Moodle2.4で追加されている主要新

機能

　Moodle2.4 で追加されている主要新機

能を列挙する。

・ドラッグ＆ドロップでのファイル

アップロード

・課題モジュールで複数ファイルの提

出，ファイルでのフィードバック

・フォーラムで複数ファイルのアップ

ロード

・コース内で活動とリソースの複製

（コース間のコピー不可）。

・スマートフォン対応

　いずれも今まで利用教員からの要望が

多く出ていたものであり，2.4 を導入する

ことによって解決できるようになる。

2.1　ドラッグ＆ドロップでのファイル

アップロード

　図 1　にドラッグ＆ドロップでのファ

イルアップロードを示す。
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図 1　ドラッグ＆ドロップでのファイルアップロード
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　図のようにファイルをドラッグすると

「ここにファイルを追加する」という文

字が表示され，ドロップすることでアッ

プロードが完了する。同時に複数のファ

イルをアップロードすることも可能であ

り，1.9 の時のように何度もファイルを

アップロードする必要がなくなる。アッ

プロードしたファイルはトピックごとに

管理されており各ファイルの編集ボタン

をクリックすることで名称の変更ができ

る。フォルダの作成，ファイルの追加・

削除などもこの画面から行える（図 2）。

　ただし，1.9 ではコース管理メニューに

「ファイル」という項目があったが 2.4 で

は消滅しており，ファイルの管理は全て

トピック単位で行うことには注意が必要

である。また，Internet Explorer では

バージョンによりドラッグ＆ドロップの

機能が使えない場合がある。

2.2　課題モジュールで複数ファイルの

提出，ファイルでのフィードバック

　課題モジュールでは学生に複数ファイ

ルを提出させる機能，教員からファイル

でのフィードバックを行う機能が追加さ

れている（図 3）。これら以外にも「学生

に提出ボタンのクリックを求める」など

の機能も追加されているが煩雑であるた

めに省略する。
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図 2　ファイルの管理画面
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　1.9 の場合は複数ファイルの提出をさ

せる時は「高度なアップロード」を選択

する必要があったが 2.4 では「オンライン

テキスト」とともに「課題」モジュール

にまとめられている。複数ファイルアッ

プロード時は「最大アップロードファイ

ル数」を変更し，オンラインテキストの

課題を実施する場合は「オンラインテキ

スト」を Yes に設定する。ファイルでの

フィードバック（添削ファイルなど）は

「フィードバックファイル」を Yes にす

れば良い。これらの機能改善のおかげで

より柔軟でより密な課題管理ができるよ

うになったといえよう。
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図 3　課題の設定画面
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2.3　フォーラムで複数ファイルのアッ

プロード

　図 4 にフォーラムの設定画面を示す。

　図 4 の一番下にある「最大添付ファイ

ル数」を変更することで複数のファイル

をアップロードすることができるように

なる。フォーラムモジュールは学生の意

見集約の場所として活用される以外にゼ

ミでの論文指導に使われることが多く，

その際に複数ファイルのアップロードが

求められていた。今までは zip ファイル

に圧縮しての利用であったがこの改善

で，学生にもわかりやすくシンプルな運

用ができるようになっている。

2.4　コース内で活動とリソースの複製

（コース間のコピー不可）

　今まではコース内で同じような課題や

ラベルを作成するときは毎回新規で作成

する必要があったが，複製機能でこれら

の手間が省けるようになる。活用シーン

としてはグループごとに設定している課

題が主なものであろう。図 5 に設定画面

を示す。

　コースを編集モードにすることで複製

ボタンが現れる（図 5 黒枠）。これをク
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図 4　フォーラムモジュール設定画面
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リックすることで簡単に複製することが

できる（図 6）。

2.5　スマートフォン対応

　2.4 ではスマートフォン専用のテーマ

ファイルも用意されており，スマート

フォンでも PDF ファイルの閲覧，フォー

ラムへの書き込みなどが容易になってい

る（図 7）。

 　ただし，課題の提出はできないので，

あくまで閲覧とフォーラムへの書き込み

と考えた方が良いであろう。また，タブ

レットでは PC のテーマが表示されるの

は従来通りである。

3．注意点と今後の課題

　本稿で示した画像はいずれも開発中の

ものであり公開時には変更される可能性

があることに注意されたい。2.4 は 2013

年度からの導入を検討しておりマニュア

ルの整備，講習会の開催など利用者がス

ムーズに移行できるような準備を進めて

いる。

　近年の Moodle は開発スピードが速く

頻繁にアップデートされているが不安定

な場合も多く，導入には繰り返しのテス

トと他校での導入事例を調べる必要があ

る。
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図 5．リソース、活動の複製ボタン

図 6　複製された活動 図 7　スマートフォン用の Moodle
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